
 

 

 

 

 

できるかどうかじゃない。やってみようと思うことが大切 
―挑戦する心を育てる 2 学期へ― 

教  頭 
 
 この夏、甲子園で放たれた一本の打球が、日本中の心を震わせました。県立岐阜商業
高校の横山温大選手。彼は、生まれつき左手の指が欠損しているという大きなハンディ
を抱えながらも、懸命に努力を重ね、夢の舞台に立ちました。左手は添えるだけ。それ

でも「最後までバットを離さない」という強い意志で、同点打を放ったのです。 
 その一打は、技術だけでは打てないものでした。あきらめない心、仲間と支え合う力、
自分を信じる勇気――それらが重なって生まれた、まさに“心で打った一打”でした。横山
選手の姿は、「できないことがあるからこそ、できることを探す」「誰かと比べるのではな
く、自分の力を信じる」そんな大切なことを、私たちに教えてくれました。 

 子供たちも学校生活の中で「むずかしい」「できない」と感じることがあるかもしれ
ません。でも、そこで立ち止まらずに、一歩踏み出す勇気をもって欲しいと願っていま
す。その一歩が、未来を変えるかもしれません。失敗してもいい。うまくいかなくても
いい。大切なのは、「やってみよう」と思う気持ちです。 
 

8 月 26 日、子供たちの元気な声が校舎に戻ってきました。長い夏休みを終え、いよ
いよ 2 学期のスタートです。休み中の経験や思い出を胸に、ひとまわり成長した子ども

たちの姿に、私たち教職員も新たな気持ちで日々の教育活動に取り組んでまいります。 
 さて、来年度に開校予定の「五箇山学舎」に向けた校舎改修工事が本格的に始まりま
した。夏休み中に玄関、職員室、普通教室等の工事が行われ、校舎の雰囲気も少しずつ
新しくなってきています。子どもたちが安心して学び、過ごせる環境づくりを目指し、
今後も音楽室や図工室などの改修が進められる予定です。 
 2 学期は、学習発表会をはじめ、子供たちが活躍し成長を期待できる場面がたくさん
あります。一人ひとりの挑戦と成長を見守りながら、学校全体で温かく支えていきたい
と思います。保護者の皆様、地域の皆様には、引き続きご理解とご協力を賜りますよ
う、よろしくお願い申しあげます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
南 砺 市 立 上 平 小 学 校 
学   校   だ   よ   り 
令 和 ７ 年 ９ 月 
 
上平小学校ホームページ 
https://kamitaira-e.nanto.ed.jp/ 

１０月行事予定  
３日（金）5 年校外学習 

（中田大橋、六渡寺海岸等） 
4 日（土）ユネスコ大会にて民謡発表 
  午前学習、給食後バスで春光荘に移動 
  15:10 下校 
６日（月）振替休業日 
８日（水）３年校外学習（アルビス福光店） 
     委員会 

１０日（金）民謡練習 
１４日（火）民謡練習 
１５日（水）学習発表会予行 クラブ 
１８日（土）学習発表会 14:15 下校 
２０日（月）振替休業日 

２１日（火）クラブ 
２２日（水）いもほり 

委員会 
２３日（木）いもほり予備日 
２７日（月）就学時健診 

１２３４６年 13:15 下校 
５年 14:45 下校 

２８日（火）5 年校外学習（小矢部北陸リクシル） 
２９日（水）１、２年校外学習 

（城端駅、チューリップ公園）      

クラブ 

３０日（水）歯科検診 



8/26(火) 2学期始業式 9/1(月) シェイクアウト訓練 9/8(月) 3年工場見学 9/17(水) 民謡教室 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

活動や体験を通して、発見を楽しむ子供に 
低学年担任  

 低学年では、生活科の学習を通して、子供たちが身の回りの自然や人との関わりに興味をもち、自ら

活動や体験をしながら学びを深めています。１学期には、きれいな花を咲かせようと植物の世話や観察

に取り組んだり、自分のしたいシャボン玉遊びを実現しようと材料や吹き方等を 

工夫したりしました。 

「はなを そだてよう」の学習では、小さな種から芽が出て、少しずつ茎が伸 

び、葉の数が増えていく様子を見て喜びを感じていました。その過程では「なか 

なか大きくならない」「茎が細いから倒れちゃいそう」と悩みを感じる子供がい 

ました。その際には、どうしたらよいか知っていることを出し合ったり、大人に 

相談したりして「もっと太陽の光が当たる場所に移動しよう」とみんなで解決策 

を考えました。夏休み明けには、きれいに咲いた花を見て笑顔を見せる子や 

枯れてしまったけど種を取ってまた育てようという思いをもつ子がいました。 

２学期には、学校周辺の探索や秋見つけを通して、地域の場所やそこで生 

活したり働いたりする人々や身近な自然について考え、親しみをもつことが 

できるよう、支援していきたいと思います。 

「自立・規律・協力」を目指した宿泊学習                                 ５年担任 
 

国立立山青少年自然の家で、一泊二日の宿

泊学習を行いました。子供たちはこの宿泊学習 

に向けて、「自立・規律・協力」の三つの目標を 

立て、日頃から意識して行動していま 

した。2日間の活動を終えた子供たちのしおり 

には次のような記録がありました。とても充実し 

学びを感じた経験だったようです。 

 【子供たちの振り返りより】 

・時計を見ながら行動したり、荷物の向きをきちんと揃えて片付けたりして、自立を意識して活動して

いました。職員の皆さんにも自分から挨拶できました。 

・ピザづくりでは、「もう少しこねた方がいいよ」と６年生が声をかけてくれたからおいしくできました。

森の遊び場作りでは、困っている友達がいる時や丸太が持てない時に手を貸す人がいて、協力でき

ていると思いました。 

・規律は、もう少し頑張れたかなと思いました。これからの学校生活で頑張りたいです。 


